





























































































（二〇〇七）年度より鶴見大学の併設校から鶴見大学附属という位置づけになり、さらに、平成二十（二〇〇八）年度より共学に移行した。これによって、平成十九（二〇〇七）年度は、鶴見大学附属鶴見女子中学高等学校、平成二十（二〇〇八）年度には、鶴見大学附属中学高等学校と二年連続 校名変更が行われた。この共 化を機会 良妻賢母型の教育から、共学に合致した教育内容へと移行していくことになった。　
中根が説いた「行の教育」は、女子校から共学校に移行しても充分継続しうる「 理念」である。ただし、中根


































心、すなわち大慈悲心が成就すること 意味している。よ て、「大覚円成」とは、「仏陀の大いなる悟りとそれに伴う大慈悲心の成就」を意味してい と理解することが可能であ　
釈尊が悟りに至る前提として、この世は苦しみに満ちているという認識があった。そして、仏教は、その苦しみの
中にあっても その根元を分析的に理解 で執着心を捨て、悟りを得ることで安心を得ることを目指した。さらにその上で、大慈悲心を持って衆生を救済していくことに意義を見いだした。すなわち 現代的 言えば、釈迦は、この世 苦しみの原因を分析的に理解し受け入れる精神性を獲得す ことで安心を得、さらに、他者を思いや気持ちを持ちながらその安心を世 中に波及させていくために人生 送ったと言える の精神性は、「大覚円成
　








を説いているわけではなか 。中根は、「宗教的信念」について、「禅的行の教育」によってそれを育むのだと述べ、さらに「宗教教育と 、単にむつかしい経典とか、仏教の哲理を講釈することをいうのではない。米一粒、水一滴も、皆大自然の賜物であり、神仏のみ恵みである。それを粗末にしたり、無駄 したりする は、もったいない罰があたる、冥加につきると う一つの堅い宗教的信念を植えつけねばならない。」と述べてい 。また、「『威儀即仏法』『作法是宗旨』といっている通り、日常の坐作進退が法にかなって居 ねばならない。」とも説いて る。中根が説いているのは、日常生活に根ざした生活信条 確立である。よって、「宗教的信念」とは、各々 持つ損得勘定を超えた形而上的信念を意味しているのであり、自らの生き 意味を規定する 学
（５）
や生活信条のようなも






「行持」とは、「仏道修行を怠らずに続けること」を意味する。中根は、前出の通り、「修学旅行をしても、これは単なるリクレーションではない 学業の延長であり、生活の実習である。だから、列車の中には紙くづ一つのこさない。旅館ではちゃん 布団をたたんで、角をそろえて積みかさね、靴、スリッパはちゃんとそろえて置 。なんでもないことのようだが、その事が即ち仏法にかなった行持なのである。」と述べている。やはり、こちらも、日常生活が理にかなった形で行われることの重要性 説いていると思われる。また、特に、「行持」という言葉の中には菩薩道の実践と う意味合いも内包している め、利他の精神をも含んでいると考えられ　
我々は、自分以外の存在との様々な関係性の中で生きている。日々の食事も動植物のいのちを頂いているという意






































































































ないかという点である。現在の戦略は、市場のニーズに合致する いう「マーケット・イン」 段階に止ま おり、「コンセプト・アウト
（８）
」の段階に到達していないのではないかという議論である。今後この教育改革が本当の意
























































り組むために、放課後も好きな教科エリアの教室に入り浸っ いるような環境を作ることができれば、教科型教室を十二分に機能させていくことが可能にな 。教科型教室をベースにし 内発的 機 喚起する「課題探求型」学習の実施である。生徒が自ら研究テーマ 決め、それを自発的に調べて くこと よって、自己教育力を高めていくとう過程を教員が支援していくという教育実践である。　
また、その際の指導で、生徒の研究課題が高度な専門的知識を必要とするような場合があれば、学園内の教育資産








ていけるはずである。また、その根本には、伊藤校長（当時）が、教科エリア（教科教室）とホームベースをそれぞれ、「智慧」と「慈悲」を育む場であると定義 ように 仏教主義に基づく建学の精神を基盤 した教育理念が生かさ ていなければなら い。　
本学園中高が、教科教室型 校舎であることの利点を活かし、生徒の知的好奇心 喚起するような「課題探求型」
学習への取り組みを発展させていくことで 将来的に、その学習へ 取り組みから 生徒一人ひとりが「人生における大いなる目標」を見 だし、世の中に貢献 きるよ 人材に育ってくれれば、それは、教育理念である 大覚円成
　
報恩行持」が具現化されたことになる。
建学の精神と教育理念および宗教教育を基盤とした教育経営戦略論―総持学園創立九〇周年に際して
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結論
　
本論では、本学園の建学の精神の現在化と教育理念の浸透の重要性について論じ、さらに、それらを基盤とした教
育経営戦略がどのように行われるべきかを本学園中高の事例を取り上げることで論じた。　
本学園は、仏教主義の であり、教育理念「大覚円成
　
報恩行持」の実現のために「行の教育」を根本にした
「宗教的信念」を持った人材を輩出することを目標としている。その教育は、教育理念に基づいた内発的動機を喚起する 課題探求型 学習によってこそ達成可能である。　
本学園は、今年度、創立九十周年記念式典を行い、創立百周年に向けて「建学 精神」のさらなる具現化のための
決意を新たにした。今後も、建学の精神 基盤にした仏教主義教育がますます円熟し成果を残していくためのさまざまな取り組みが期待される。　
【註】（
1）六十周年記念誌編集委員会編『総持学園鶴見女子中学高等学校創立六十周年記念誌
　
人々悉道器』
, 神奈川新聞社、一九八四年、
四九頁を参照
（
2）同、六八頁を参照
（
3）同書、八二頁を参照
（
4）同書、七三、七五頁を参照
（
5）ただし、神仏に対する強い信仰のようなものを背景としなければ、それは成就されないという考え方が「宗教的」という表現を
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導いた可能性があることには十分に留意する必要がある。
（
6）伊藤克子「来春の共学化に続いて、翌年、教科教室型の新校舎が誕生」『
N
ettyLand 』（エヌ・ティ・エス、二〇〇七年十二
月）四一頁を参照
（
7）この場合の「メーケット・イン」とは、受験生が必要としている教育（既存のニーズ）をダイレクトに提供することを指す。
（
8）この場合の「コンセプト・アウト」とは、その学校 持つ 育に関する特別な価値観を生徒と共有できるような環境を学校が作
り出していくことを指す。その学校に通うことで生じる教科教育以上の付加価値を生徒が感じることができれば、それは独自の価値観を有するブランドが成立していることになる。また、それを実現するためには、建学の精神の現在化と教育理念の浸透が重要になると考えられる。
（
9）前掲書
( 一九八四
) 、四一頁を参照
（
10）京都市立堀川高校の授業実践は、荒瀬 己『奇跡と呼ばれた学校―国公立大合格者
30倍のひみつ』（朝日新聞出版、二〇〇七
年）等でその詳細が紹介されている。
